





















































分析の対象とする報告資料は以下の 4 つである。 
  
文部科学省.2000.『現代社会における敬意表現』 
  文化審議会.2004.『これからの時代に求められる国語力について』 
  文化審議会.2007.『敬語の指針』 










































































































































































































で今後取り組むべき課題について』までは 6 年）。 
 さて，表題にも登場したこともあって，この報告書には「コミュニケーション」という用語が多数使われている
（142 件：目次と参考資料除く）。それまでの報告書では多くて 30 件程度の使用であったことをふまえると，い
かに増えたかがわかるだろう。そのうち「コミュニケーション能力」は 9 件であり，『これからの時代に求められ

















































































































































































































1) もともとの主査は徳川宗賢氏であり，井出氏は委員の一人であった。徳川氏の死去によって，1999 年 6 月 21 日から井出氏
が主査を務めることとなった（文化庁 HP「第 22 期国語審議会」）。 
2) 文化審議会は，国語審議会・著作権審議会・文化財保護審議会・文化功労者選考審査会が統合された組織であり，その下部
組織の国語分科会が報告書を作成した。 
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A note on the “communication” and “communication ability” in reports of the Ministry of Education, Culture, Sports, Science 




This paper examines the changing of the “communication” and “communication ability” in reports of the Ministry of 
Education, Culture, Sports, Science and the Agency for Cultural Affairs. As a result, it is found that the report 2018 shows a 
significant change. And this result indicates that the cause of attaching too much importance to the “communication ability” is 
“hyper-meritocracy” and individualization.  
【Keywords: communication ability, communicative competence, discourse analysis, hyper-meritocracy, individualization, 
language policy】 
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